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一 の沢遺跡調査報告書
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本報告書は1982年度に実施した笛吹川農業水利事業国営管水路埋設工事に伴う事前

の発掘調査の結果をまとめたもので、調査の対象は山梨県東八代郡境川村小黒坂一の沢

遺跡であります。

一の沢遺跡の所在する境川村は、甲府盆地の南縁にあって、曽根丘陵地帯の北東部に

位置し、縄文時代、弥生時代、古墳時代の集落杜や古墳が多数発見され、遺跡の集中地

域として知られております。この度発掘調査された一の沢遺跡は、同じ工事による事前

調査として、1983,1987の両年度にも実施され、縄文期住居杜15軒、平安期１軒、中世

１軒、土壌100基以上が発見されて、すべて『一の沢西遺跡』１９８５．『一の沢北遺跡他発

掘調査報告書』1988として報告書を刊行致しました。

この地域は、３回にわたる帯状の発掘調査の結果からみても、規模の極めて大きな遺

跡で東西40077Z、南北50077Zの範囲に集落が分布することが想定可能となり、しかも縄文

前期から中期、後期の住居杜、土墳が密集していることから、縄文時代のこれらの時期

の中心的集落であることが明らかとなって参りました。このような遺跡は、甲府盆地の

東縁部に多く立地しており、これら従来から知られている遺跡群との関連からも重要な

位置を占めるものと思われます◎

本地域はこの遺跡の最東端にあたる地域であり、すぐ東部には狐川が流れ急斜な崖が

迫っております。幅1077z前後の区域を調査した結果、縄文住居杜11軒、埋髪１基、古墳

時代後期古墳が４基検出されました。縄文では井戸尻期終末から曽利期初頭の資料や縄

文後期の関西方面からの土器片の搬入品等が注目されるものと思われます。さらに古墳

時代では後期の横穴式石室の周溝が検出されておりますが、特に３号墳からは40c〃前後

の大型の蜜類が、周溝底部から約10～15cnz前後浮上して発見されました。しかもそれら

は総て10c,､前後に破壊されており、宗教的行為と見られることから、報告者は、７世紀

終末～８世紀初頭にかけて甲府盆地周辺に同様な祭祁が行われていたものと推定してお

ります。

これらの結果は近隣地域、さらに甲府盆地の考古資料を補完するものと思われます◎

本報告書が、多くの方々に研究や学習の資料として、ご利用いただければ幸甚です。

末筆ながら、種々ご協力を賜った関係機関各位、並びに直接調査に従事していただい

た方々に厚く御礼申し上げます。

１９８９年３月

山梨県埋蔵文化財センター

所長磯貝正義
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１．本報告書は、昭和57年度笛吹川農業水利事業国営幹線管水路敷設工事に伴う発掘調

査報告書である。

2．発掘調査は、農林水産省関東農政局の委託と文化庁の国庫補助金を受けて、山梨県

教育委員会が実施した。

3．本書は、調査によって検出された遺構、遺物を多く図示することに重点をおき、文

章の記述については極力少なくした。

4．使用地図は国土地理院発行の５万分の１（甲府）を利用し、遺構挿図内の水糸レベ

ルは海抜高を示す。

5．トレース、製図、図版作成は小林、里村が行い、写真撮影は清水守が行った。

６． 出土品の整理は山梨県埋蔵文化財センターで行った。

整理作業参加者

河上幸司、富田政美、小林智夫、石原和人、中西浩、保坂岳志、鈴木良弥、宮川東、

後藤幸江、土屋明美、石川操、松野和美、弦間千鶴、柏木まつ江

7．出土遺物、本報告書の図面類は山梨県埋蔵文化財センターに保管してある。

８．原稿執筆、編集は小林広和、里村晃一が行った。
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図版１ 一の沢遺跡発掘全景

１号住居杜、遺物出土状況

Ｊ－１住、Ｎｕｌ、２土器出土状況

Ｊ－２住居遺物出土状況

Ｊ－２全景、Ｊ－２住居祉内土壌、土壌上面土器群

Ｊ－４住遺物出土状況

Ｊ－４，１，３住：Ｊ－１，４住全景

Ｊ－１，４住：Ｊ－４住と発掘全景

Ｊ－５住全景･出土状況

Ｊ－７住（セクション・ベルト付）全景

Ｊ－７住、遺物出土状況（No.47,49）

Ｊ－９住、ＮＭ６土器出土状況

Ｊ－８住、１０住全景

Ｊ-11住と出土状況・単独埋喪

Ｂ区（後期土器出土状況）

１号墳全景：周溝内出土状況

２号墳全景＆セクション

３号墳全景＆周溝内須恵器出土状況

３号墳セクション＆出土状況：４号墳全景

Ｊ－１住出土土器

Ｊ－１住出土土器（NOL２，５，４５，４６，４７，４８，４９，５５）

Ｊ－２住出土土器（Nq33、３４）

Ｊ－２住出土土器（NOL１５，１６，２５，２７，３０，３１）

Ｊ－２住出土土器（NQ12、２４，２６，２８）

Ｊ－２住出土土器（N０１７，１８，２１，２２，２３，３２）

Ｊ－４住出土土器（NOL３６，３７，３８）Ｊ-11住（NO52、５３）

Ｊ－５住出土土器（No.３９，４０，４１，４４）

Ｊ－２，６，７住出土石器

出土石器

Ｊ－４住、５住出土石器

Ｂ区出土遺物

〃

〃

〃

〃

古墳周溝内遺物・１号墳：３号墳

〃 ・３号墳
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出土土器実測図（Ｊ４，５，９住）

出土土器実測図（Ｊ７，８，１１、単独埋蜜）

目次図

一の沢遺跡位置図（その１）

〃 （その２）

〃 （その３）

一の沢遺跡・全体図

一の沢遺跡・発掘区遺構分布図

Ｊ－１住・実測図

Ｊ－２住・実測図

Ｊ－３住・実測図

Ｊ－４住・実測図

Ｊ－５住・実測図

Ｊ－６住・実測図

Ｊ－７住・実測図

Ｊ－８住・実測図

Ｊ－９住・実測図

Ｊ-10住・実測図

Ｊ-11住・実測図

１号墳周溝実測図

２号墳周溝実測図

４号墳周溝実測図

４号墳周溝実測図

Ｊ－１住・２住遺物分布図

Ｊ－３住・４住遺物分布図

Ｊ－５住・６住遺物分布図

Ｊ－７住・８住遺物分布図

Ｊ－９住・10住遺物分布図

Ｊ-11住遺物分布図・単独埋蜜

出土土器実測図（Ｊ１住）

出土土器実測図（Ｊ２住）

出土土器実測図（Ｊ２住）
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Ｊ－１住土器拓影

Ｊ－２住土器拓影

Ｊ－２住土器拓影

Ｊ－２住土器拓影

Ｊ－２．３住土器拓影

Ｊ－３．４住土器拓影

Ｊ－４住土器拓影

Ｊ－５．６．７住土器拓影

Ｊ－７住土器拓影

Ｊ－８．９住土器拓影

Ｊ－９．１０住。Ｂ区土器出土土器拓影

Ｂ区出土土器拓影

〃

〃

一の沢・出土石器類（その１）

〃 （その２）

〃 （その３）

土偶実測図

Ｂ区出土特殊遺物

一の沢古墳周溝内遺物

〃

〃



本遺跡は農林水産省笛吹川農業水利事業国営幹線管水路の路線発表後に、県教育委員会が実

施した路線内の分布調査の結果、縄文中期の集落と確認されたものである。

その後、本遺跡の重要性に鑑み、農林水産省と県教育委員会との協議によって工事前の発掘

調査が計画された。

昭和57年10月20日

昭和57年10月28日

発掘指定地域の確認

発掘調査通知の提出

以上の経過を得て山梨県教育委員会が調査主体となり、昭和57年10月28日から12月２５日にか

けて実施した。

調査状況

１

第Ｉ章調査に至る経過

10／2８

2９

発掘開始杭打ち開始

表土剥ぎ作業

2４ 4号全景写真撮影、１号墳セクション

ベルト実測

、

3０ １，２，３，４号住居杜確認 2５ Ｂ区掘り下げ開始

3１ 1号墳、５，６，７号住居祉確認 2９ 1号墳全景写真撮影

11／２ 1号住居杜掘り下げ作業開始

2号住居社掘り下げ作業開始

12／２ ７，８号住居杜、２，３号墳掘り下げ

開始

４

５

７

３，４号住居杜掘り下げ

８，９号住居杜、２，３号住居jLll二確認

杭打ち作業終了

５，６号住居杜掘り下げ作業開始

７

１１

3号墳南部に須恵器破片群の確認、全

容確認の為の掘り下げと精査

9号住居杜掘り下げ、１０，１１号住居杜

8号下部より確認

１０ 2号住居i止一括廃棄土器１号炉11t検出 1３ 7号住居祉全景写真撮影

1２ ３，４号住居ｵ止セクション、ベルト実測 1４ 3号墳須恵器破片集中区写真撮影

1３ １，

実測

２，３号住居j1lニセクション、ベルト 1５ 8号住居杜全景写真撮影、ただちに10、

11住居杜掘り下げ

1６ 》

》

２ 、土器群取り上げ、下部より 1７ 3号墳全景写真測量、全域、遺構測量

開始

1９ 1号住居杜、全景写真撮影 2１ 10,11住居杜、２号墳写真撮影

2１ 2号住居杜全景写真撮影 2４ 測量終了

2２ ３，６号住居杜全景写真撮影 2５ 全体写真撮影、発掘終了

2３ 5号住居杜土器群写真撮影



第１図一の沢遺跡位置図（その１）
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第２図一の沢遺跡位置図（その２）
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第３図一の沢遺跡位置図（その３）
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第Ⅱ章 遣 跡概況

第１節地理的環境

一の沢遺跡は、山梨県東八代郡境川村小黒坂字一の沢に所在する。境川村は山梨県の中央部

を占める甲府盆地の南縁部に続く所謂「曽根丘陵」の東端部に位置する。

甲府盆地は釜無川と笛吹川という富士川の上流部の二河川の流域沿いに平地が広がり、両者

の合流点となる鰍沢ロ付近は標高250ｍを切り、広大な氾濫原を形成している。この盆地低部

は笛吹川上流部に向かって大きく広がりを見せ、標高260ｍの等高線は甲府市街地の南縁部を

通過し、盆地北縁部より南に突出する八人山の山裾にまで及んでいる。

釜無川は盆地西部を北上し、盆地北西部の丘陵地帯を過ぎて、八ケ岳南麓の水源地帯に至る。

一方、笛吹川は盆地南縁部に沿って流れ、釜無川との合流点から15伽前後の流れは一定し、

南側には曽根丘陵が続いている。笛吹川の支流は丘陵を切断するように小河川が北に流れ、笛

吹川に数多くが流入するが、笛吹川と背後の山々との距離がないため、大きな扇状地を形成す

るには至らない。一の沢遺跡の属する境川村の名称となった境川や本遺跡を流れる狐川が流入

する曽根丘陵東端部で笛吹川は流路を北に向けるため、曽根丘陵の東側の地域では、笛吹川の

支流の距離も長くなり扇状地が発達する。また、各支流が近接して平行に流れるため扇状地の

両端が重複し複合扇状地となり、広大な緩斜面が広がっている。さらに笛吹川上流部は盆地北

東部の丘陵地帯が続き、水源の秩父山地に至っている。

甲府盆地と外部とは上述の河川を通して繋がるが、盆地南西部の富士川を過ぎて太平洋側に

出るルートや、北西部の釜無川を遡上し諏訪湖畔に至るルートは、地形上の大きな障害も存在

せず、後者の諏訪湖盆地と甲府盆地は一構造盆地とされるように連続'性の高いものである。一

方、笛吹川の上流部は秩父山地に至り、秩父を経由して関東平野に至るルートも存在するが、

急峻な山々が続き峠越えも高所を通過しなければならない。今日では盆地東部に流入する笛吹

川の一支流の日川上流部と、関東平野の西部を流れ相模湾に注ぐ相模川の上流部桂川の支流笹

子川の水源となる笹子峠を通るルートが主となり、交通機関も整備されてきたが、笹子峠越え

も秩父山地と同様に難所であったことに変わりはない。甲府盆地南東部は律令期以降は笛吹川

の支流の金川を遡上し、御坂峠を越え山中湖畔に出るルートが開かれている。

以上の他にも急峻な山々を越える峠は各地に存在するが、盆地西側の南アルプスの山々は標

高3000ｍを越え完全に外部と遮断し、北西の八ケ岳、その東に茅ケ岳さらに北から東にかけて

の関東山地の山並が続くｏ南の御坂山塊の山々は標高150077Z前後が最も高く、他と比べて低い

が背後には富士山が雄大な姿を横たえる。この様に甲府盆地は地形上きわめて隔絶性の高い地

域であるといえる。

曽根丘陵は、背後の御坂山地の山麓よりテラス状に張り出した丘陵地帯の総称で、山麓部の

斜面を下った標高350ｍ前後より緩斜面が台地状に２ｈ,１前後盆地に向って続く。丘陵の先端部

－５－
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